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北鐘会員 各位 

平成 24年 第 15回「北鐘」総会のご案内 

 
拝啓 
寒冷の候、時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。 
さて、本年度の「北鐘」（北海道大学工学部化学系東京同窓会）総会を、下記の通り開催致したく、

ご案内申し上げます。皆様お誘い合わせの上、ご出席賜りたく、宜しくお願い申し上げます。 
 

敬具 
 

平成２４年２月吉日 
                 北海道大学工学部化学系東京同窓会「北鐘」         

会長 神田　稔久 （応化２４期　昭和４３年卒）
副会長 北川　裕一 （合成　７期　昭和４５年卒）

竹川　東明 （応化３１期　昭和５０年卒）
谷口　泰之 （合成１８期　昭和５６年卒）
近藤　伸一 （応化３７期　昭和５６年卒）

顧問 竹鶴　威 （応化　４期　昭和２４年卒）
伊藤　博徳 （応化１７期　昭和３６年卒）
渡部　耕司 （合成　１期　昭和３９年卒）

平成24年度幹事
＜卒業30年幹事＞

幹事長 佐藤　弘之 （合成１９期　昭和５７年卒）
福士　博司 （合成１９期　昭和５７年卒）
谷口　正行 （応化３８期　昭和５７年卒）
島倉　敏明 （応化３８期　昭和５７年卒）

＜卒業30年幹事＞ 野邑　武史 （合成２９期　平成　４年卒）
大久保高樹 （合成２９期　平成　４年卒）
武居　信彦 （応化４８期　平成　４年卒）  

 
記 

 

１． 日 時    ：２０１２年３月２４日（土）１４：３０～２０：００（予定） 

 

２． 会 場    ：大手町ファーストスクエアイーストタワー （案内別紙） 

 

３． 総 会    ：14:30～14:45 

 

４． 北大近況報告 ：14:45～15:00           仙北久典 先生 

 

５． 講演会    ：15:00～17:00 

１）学術講演 

   演 題 ：「バイオプロセス工学からみた再生医療の課題」 

     講演者 ：北海道大学大学院 工学研究院生物機能高分子部門 

              教授   高木 睦 先生 

 ２）特別講演 

演 題 ：「地震予測学のすすめ －樹木の電位測定と地震予測の関係－」 

     講演者 ：東京女子大学 名誉教授   鳥山 英雄 先生 

 

６．懇親会    ： 17:00～20:00  （銀座ライオン 大手町ファーストスクエア店） 

 

７． 会 費    ：  ・一般      :  8,000円 
・卒業１０年以下 ： 5,000円 

・女性・同伴   ： 4,000円 

           以上 



＜講演者の略歴＞ 
 

＜高木　睦　先生　＞

・昭和56年 大阪大学 大学院工学研究科博士前期課程修了
博士（工学）（大阪大学）

・平成16年より現職　　　北海道大学大学院工学研究院生物機能高分子部門
生物工学分野細胞培養工学研究室（旧応用化学第四講座）

・専門分野 再生医工学，動物細胞培養工学

＜鳥山　英雄　先生　＞

1924年6月 仙台市に生まれる
1949年3月 北海道大学理学部植物学科卒業
1950年4月 東京女子大学文理学部助手。その後専任講師、助教授を経て
1962年4月 教授
1959年12月 理学博士（旧制）
1969～1970年 米国オハイオ大学客員教授
1986～1991年 国際研究センター”Before Day”

（防災科学研究所、在ナポリ）の客員研究員
1991年6月 Atrte per Vita（メダル）を受く
1991年9月 Premio Internazionale Mediteraneo D’Oro

（国際地中海金賞）を受く
1991年12月 Premio Internazionale《Vita di Artista》

（学芸に関する国際賞）を受く
2002年4月 叙勲　勲三等瑞宝章

現在 東京女子大学　名誉教授

主な著者 「生物学」（共著、東京教学者）、韓国語訳あり
「ネムノキは地震を予知する」（ごま書房）、中国語訳あり
「生命・科学・信仰」（南窓者）
「樹木・大地・地震　植物生理学と地球物理学の学際序説」（丸善）

 







平成24年 第15回｢北鐘｣総会 

平成24年3月24日（土）14時30分～20時  

総会・講演会 大手町ファーストスクエアカンファレンス 

懇親会       銀座ライオン大手町ファーストスクエア店 
 

 ★総会★  14:30～15:00             司会 福士博司（合成19期） 

  １．会長挨拶・報告     神田稔久（応化24期）        14:30-14:40 

２．会計報告        近藤伸一（応化37期）        14:40-14:45 

３．北大近況報告      仙北久典准教授            14:45-15:00 

 

 ★講演会★ 15:05～16:50        司会 福士博司（合成19期） 

 １．学術講演「バイオプロセス工学からみた再生医療の課題」 

北大 高木睦教授            15:05-15:50 

 ２．特別講演「地震予測学のすすめ－樹木の電位測定と地震予測の関係－」   

東京女子大学 鳥山英雄名誉教授     15:55-16:50 

 

 ★懇親会★17:00～20:00         司会 濱本里美(合成28期） 

１．幹事長挨拶            佐藤弘之（合成19期）          17:00-17:05 

２．乾杯          渡部耕司（合成１期）          17:05-17:10 

３．閉会の辞         金井 弘（応化13期）              19:35-19:40 

４．寮歌放吟        野邑武史（合成29期）               19:40-19:55 

 

都ぞ弥生（明治四五年寮歌） 

(1)都ぞ弥生の雲紫に 花の香漂ふ宴遊
うたげ

の 筵
むしろ

 尽きせぬ奢に濃き紅や  その春暮れては移らふ色の

夢こそ一時青き繁みに  燃えなん我が胸想いを載せて  星影冴
さや

かに光れる北を  

人の世の清き国ぞとあこがれぬ 

(2)豊かに稔れる石狩の野に  雁
かりがね

遥々
はるばる

沈みてゆけば  羊群
ようぐん

声なく牧舎に帰り 手稲の 嶺
いただき

 

黄昏
たそがれ

こめぬ  雄々しく
お お し く

饗
そび

ゆる 楡
えるむ

の梢  打振る野分
のわき

に破壌
は え

の葉音の  さやめく 甍
いらか

に久遠
くおん

の光   

おごそかに 北極星を仰ぐかな (繰り返し）おごそかに  北極星を仰ぐかな 



北大工学部化学系東京同窓会「北鐘」会則 

 

第１条 名 称 

本会は、「北鐘」と称する。 

 

第２条  目 的 

本会は、会員相互の融和、親睦を図ることを目的とする。 

 

第３条 会 員 

１）本会会員は、関東周辺在住の北海道大学工学部燃料工学科、応用化学科、合

成化学工学科及び（新）応用化学科の卒業生並びに大学院工学研究科応用

化学専攻、合成化学工学専攻、物質工学専攻及び分子化学専攻の修了者並

びに前記学科・専攻に縁の深い者とする。 

２）前記学科・専攻に縁の深い者とは、当該学科・専攻及びその流れ継承する学

科・専攻の旧・現職員、学位取得者、研究員、研究者等をさす。 

 

 尚、今後の大学の組織改定に沿って対象の見直しを適宜実施するものとする。 

 

第４条 役 員 

 1）本会には次の役員を置く。 

     会長  １名 

     副会長 ５名以内 

     監査役 １名 

     顧問  若干名（会長経験者と工学部化学系教授の中より移嘱） 

     幹事  若干名 

 

2）会長、副会長及び監査役は会員の中から総会（同窓会）において互選する｡ 

3）幹事は、大学卒業後３０年、２０年の会員の中で、互選により選出する。 

 4）顧問は、会長及び他役員より推薦された者を委嘱するものとする. 

 5）役員の任期は２年とする。但し。幹事は１年交替とする｡ 

   幹事を除き再選、重任はこれを妨げない。 

 6）役員改選は総会時に実施するものとするが、改選案は事前に幹事が作成し、会

長、副会長の内諾を得るものとする。（必要により顧問と相談） 

 

 

 



第5条 総会（同窓会） 

 

 1）総会（同窓会）は、毎年 1回開催するものとする。 

2）開催の時期は、原則として 3月末から 4月初の間とする。 

 

第6条 大学側窓口 

 本会の大学側窓口を北大応用化学科・合成化学工学科又はその流れを継承する

学科・専攻に置き、必要に応じ役員及び幹事を補佐戴く。 

 

第７条 会費及び会計            

 1）会費は、総会（同窓会）において必要額を徴収するものとする。 

2）幹事は、総会終了後速やかに会計報告を書類を持って行い、監査役の監査を

得た後、次期幹事に引き継ぐものとする。  

 

･付 則 

 

第８条 本会則は、平成 10 年 3 月 30 日より施行する。 

第 9 条 本会則の変更は、総会の決議を要する。               

 

備 考 

 

 1. 平成 18年４月８日総会決議を持って、本会名称を「北大工学部化学系東京同窓

会」から「北鐘」に改正する。 

 2. 平成 18 年４月８日総会決議を持って、本会会則タイトルを北大工学部化学系東

京同窓会「北鐘」会則と変更する。                             

 3. 平成 18年４月８日総会決議を持って、８条付則の字句は、本会則は、平成10年

３月 30 日より施行すると変更する。                              

 4. 併せて平成18年４月８日総会決議を持って、本会則の変更は、総会の決議を要

するとする第９条を追加する。 

 5. 平成 21 年 3 月 28 日総会決議を持って、役員に監査役を置くものとする。 

 

                                                  以上 

 



年度 顧問 会長 副会長 会計監査 幹事会社 幹事 講演者等（敬称略） 会場

1998 竹鶴威(応4) 篠田作衛(応7)

吉田稔(応8)
金井弘(応13)
渡部耕司(合1)
矢田昭(合6)

住友化学
園田隆一(応16)
川井美雄(応35)

メルパルク

1999 竹鶴威(応4) 篠田作衛(応7)

吉田稔(応8)
金井弘(応13)
渡部耕司(合1)
矢田昭(合6)

三井化学
剣持武治(応17)
渡辺徹(合2)

メルパルク

2000 竹鶴威(応4) 篠田作衛(応7)

吉田稔(応8)
金井弘(応13)
渡部耕司(合1)
矢田昭(合6)

東燃化学
半渾進(応20)
工藤安男(合6)

メルパルク

2001 竹鶴威(応4) 金井弘(応13)
吉田稔(応8)
渡部耕司(合1)
矢田昭(合6)

東洋エンジ
ニアリング

近藤洋(合3)
藤井英嗣(応47)

メルパルク

2002 竹鶴威(応5) 金井弘(応13)
渡部耕司(合1)
矢田昭(合6)

三菱ガス化学
加藤泰久(応18)
畑谷正憲(合6)

メルパルク

2003 竹鶴威(応6) 渡部耕司(合1) 矢田昭(合6) 日本製紙
坂本翔(応26)
野々村文武(応44）

加藤幸子氏 メルパルク

2004
竹鶴威(応4)
伊藤博徳(応17)

渡部耕司(合1)
神田稔久(応24)
矢田昭(合6)

東レ
中渾俊二(合5)
篠崎秀男(応23)

メルパルク

2005
竹鶴威(応4)
伊藤博徳(応17)

渡部耕司(合1)
神田稔久(応24)
矢田昭(合6)

日本ゼオン
ゼオン化成

吉田博(応26)
近藤伸一(応37)

小森陽一（東大教授）
宮浦憲夫（北大教授）

学士会館

2006
竹鶴威(応4)
伊藤博徳(応17)

渡部耕司(合1)
神田稔久(応24)
矢田昭(合6)

三菱化学
菊地一夫(応25)
谷口泰之(合18)

塙隆夫（医科歯科大教授）
川島レイ

学士会館

2007
竹鶴威(応4)
伊藤博徳(応17)

神田稔久(応24)
神田稔久(応24)
矢田昭(合6)

旭化成グループ
北川祐一(合7)
七澤淳（合14）

吉川信一（北大教授）
北川森央

学士会館

2008
竹鶴威(応4)
伊藤博徳(応17)

神田稔久(応24) 矢田昭(合6) 住友化学
世古信三(合23)
長谷川俊之(合23)

向井承子
佐藤敏文(北大助教）

学士会館

2009
竹鶴威(応4)
伊藤博徳(応17)

神田稔久(応24) 矢田昭(合6)
三井化学グルー
プ

柏木正敏(合14)
依田馨(合14)

増田隆夫(北大教授）
山本一生

東海大学
校友会館

2010
竹鶴威(応4)　伊藤博徳(応17)
渡部耕司（合１）

神田稔久(応24)
矢田昭(合6)　竹川東明（応３１）
谷口泰之(合１８）　近藤伸一（応３７）

卒業20年・30年 鍛冶誠(合17）他 工学部同窓会として開催
東京プリンス
ホテル

2011
竹鶴威(応4)　伊藤博徳(応17)
渡部耕司（合１）

神田稔久(応24)
北川裕一（合７）　竹川東明（応３１）
谷口泰之(合１８）　近藤伸一（応３７）

内野洋之(合
15）

卒業20年・30年 山田眞二（合18）他
総会は地震により中止
10月に鈴木先生のノーベル
賞受賞講演会を開催

ホテルラング
ウッド

2012
竹鶴威(応4)　伊藤博徳(応17)
渡部耕司（合１）

神田稔久(応24)
北川裕一（合７）　竹川東明（応３１）
谷口泰之(合１８）　近藤伸一（応３７）

内野洋之(合
15）

卒業20年・30年 佐藤弘之（合19）
高木睦（北大教授）
鳥山英雄（東女大名誉教授）

ファーストス
クエア（大手
町）

北鐘総会開催経過



会長 応化24期
副会長 合成７期 合成18期

応化31期 応化37期
合成18期
応化37期

監査役 合成15期
顧問 応化4期

応化17期
合成1期
合成3期 合成18期

幹事 合成19期 応化37期
合成19期
応化38期 合成7期
応化38期 合成26期
合成29期 合成32期
合成29期 応化０8年
応化48期
合成18期
応化37期

合成9期
合成10期
合成11期
合成15期
応化37期
合成19期
合成23期
合成23期
合成24期
合成26期
合成27期
合成32期
応化46期
応化04年
応化08年

任期6年

北海道大学工学部同窓会

谷口　泰之
川添　公貴

北海道大学東京同窓会

北鐘（北大工学部化学系東京同窓会)

東京支部

評議員

神田　稔久
北川 裕一

竹鶴　威

支部委員

谷口　泰之

世代別

依田　肇
平畠 亘

学部学科推薦
谷口　泰之

内野　洋之

渡部　耕司

近藤　伸一

谷口　正行

伊藤　博徳

酒井　美帆

依田　肇
高木　直人

大森　浩

原　安定
原田　勝可
覚知　豊次

谷口　泰之
川添　公貴

内野　洋之

熊谷　治夫

アドバイザー 笹本　啓吾
川添　公貴

鈴木　憲
福士　博司
佐藤　弘之

上田　恭太

倉沢　義博

長舩　夏奈子

2012年4月現在

堀　俊介

メンターグループ（活性化支援メンバーG)

北鐘関連組織図

竹川　東明

島倉　俊明
野邑　武史
大久保高樹
武居　信彦

リエゾンオフィサー

世古　信三

平畠　亘

近藤　伸一





北海道大学工学部応用理工系学科

応用化学コースの近況報告



現在の応用化学コースの前身の誕生

○昭和１４年４月：燃料工学科 設置
○昭和２１年３月：燃料工学科は応用化学科と改称
○昭和３５年４月：合成化学工学科 設置

○平成６年６月：
大学院重点化による改組により
応用化学・合成化学工学・金属工学の３専攻が
物質工学・分子化学の２専攻に再編

○応用化学・合成化学工学・金属工学の３学科が
応用化学科と材料工学科の２学科に再編

応用化学コース沿革



○平成１７年４月：
物質工学・分子化学の２専攻を
有機プロセス工学・生物機能高分子・物質化学、
材料工学の４専攻に改組
応用物理工学科、応用化学科、材料工学科を
応用理工系学科に改組
従来の「学科」は、「コース」に名称変更

工学部は以下の４つの学科に
・応用理工系学科
・情報エレクトロニクス学科
・機械知能工学科
・環境社会工学科

応用物理工学コース

応用化学コース
応用マテリアル工学コース



○平成２２年４月：
工学研究科を工学研究院・工学院・総合化学院に
改組
・研究組織である工学研究院に有機プロセス工学、
生物機能高分子、物質化学の３部門を設置

・教育組織として有機プロセス工学、
生物機能高分子、物質化学の３部門ならびに
理学研究院化学専攻を基礎に総合化学院
総合化学専攻を設置

・学部組織は変更なし

・応用物理工学、応用マテリアル工学や旧土木・建築・機械・衛生・
資源などの教育組織の大学院は「工学院」



工学研究院

15部門

1ｾﾝﾀｰ

分野：

有機工業化学

化学工学

生物工学

分子機能化学

機能材料科学

無機材料化学



工学部
４学科
１６コース

情
報
科
学
研
究
科

総合
化学院
１専攻
３コース

工学院
１２専攻

工学研究院
１５部門
１センター

大学院
研究組織
（教員組織）

大学院
教育組織
（学生組織）

学部
教育組織
学生組織

＜ 工学部の組織 ＞



総合化学院
総合化学専攻

青色：工学研究院
緑色：理学研究院
赤色：触媒化学研究センター
橙色：電子科学研究所（旧応電研）
黄色：連携講座

エネルギー・マテリアル融合領域
研究センター



210名50名シビルエンジニ
グ

環境社会工学科

60名機械システム
コース

120名60名機械情報コース機械知能工学科

27名システム情報
コース

30名メディアネット
ワークコース

33名生体情報コース

40名電子情報コース

25名コンピュータサ
イエンスコース

180名25名情報工学コース情報エレクトロニクス学科

40名応用マテリアル
工学コース

70名応用化学コース

160名50名応用物理工学
コース

応用理工系学科

定員コース学科名

•旧学科案内

工学部の組織



北海道大学

【学生数】
学部：１１,７１２名（含聴講生等）
（工：２,２６９名：含聴講生等）
大学院：６,４６８名
（総合化学：３５３名）
研究所研究生・研修生：４７名

修士１年：７７人；修士２年：８８人
博士課程学生：３９人（うち社Ｄ４人，特別研究生１人，委託学生１人）

【役職員数】
役員：１０名
教員：２,０９３名（工：２８３名）
職員：１,８１４名（工：１１４名）

（２０１１年５月１日現在：北大時報より）

【応用化学コース】

【総合化学院（応用化学コース関係分）】

教員：４８人（１８研究室）+５人（協力講座：触媒・エネマテ）=５３人
２年生：７４人；３年生：７９人；４年生：８９人

（２０１１年１０月５日現在：主任業務センターより）



北海道大学工学部
応用理工系学科 応用化学コース

有機工業有機工業

化学化学

化学工学化学工学

生物工学生物工学

分子機能分子機能
化学化学

機能材料機能材料
化学化学

無機材料無機材料
化学化学

有機プロセス工学部門 生物機能高分子部門 物質化学部門



山本靖典石山竜生伊藤 肇**有機元素化学

黒野暢仁新井則義大熊 毅有機合成化学

吉田雅紀仙北久典原 正治反応有機化学

助教准教授教授研究室（分野）

有機プロセス工学部門

・有機工業化学分野

・化学工学分野

岩佐信弘下川部雅英

藤田進一郎

荒井正彦化学反応工学

荻野 勲向井 紳材料化学工学

中坂祐太多湖輝興増田隆夫化学ｼｽﾃﾑ工学

助教准教授・講師教授研究室（分野）

**平成24年度部門長



大井俊彦

松本謙一郎

田口精一ﾊﾞｲｵ分子工学

藤原政司恵良田知樹高木 睦細胞培養工学

佐藤康治田島健次大利 透**応用生物化学

助教准教授教授研究室（分野）

生物機能高分子部門

・生物工学分野

・分子機能化学分野

石田晃彦谷 博文渡慶次学生物計測化学

佐藤信一郎中野 環分子材料化学

佐藤敏文覚知豊次高分子機能化学

助教准教授教授研究室（分野）

**平成24年度部門長



辻悦司青木芳尚幅崎浩樹**界面電子化学

中西貴之伏見公志長谷川靖哉先端材料化学

田地川浩人小泉 均安住和久電子材料化学

助教准教授教授研究室（分野）

物質化学部門

・機能材料化学分野

・無機材料化学分野

樋口幹雄高橋順一無機合成化学

長浜太郎島田敏宏固体反応化学

鱒淵友治本橋輝樹吉川信一構造無機化学

助教准教授教授研究室（分野）

**平成24年度部門長，応用化学コース長



熊谷治夫坪内直人ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽ
ﾃﾑ設計

助教准教授教授分野

協力研究室

・触媒化学研究センター

・エネルギー・マテリアル融合領域研究センター

村山 透竹口竜弥上田 渉触媒物質化学

助教准教授教授研究部門



○理類・文類
○理Ⅰ系・理Ⅱ系・理Ⅲ系・・・

昔：

○工）材料・化学系で募集・・・
材料工学科・応用化学科のみ進学可能

○工）応用理工系学科で募集・・・
応用物理工学コース、応用化学コース、
応用マテリアル工学コースのみ進学可能

少し前：学部別入試

入試制度について

２年前期終了時に成績順に希望学科・コース決定・移行



昨年４月の入学生（昨年度実施の入試）から

「総合入試」・・・
前期定員の大部分を「総合理系」・「総合文系」で募集

○前期：募集定員１,９３９人
・総合理系（１,０２７人）、総合文系（１００人）
・学部別入試も実施（工・理・薬・農は行わない）
（文・法・教育・経済・医・歯・獣医・水産のみ実施）

○後期：募集定員４７８人
・学部別入試のみ

○ＡＯ入試（68人、応用化学は昨年から実施していない）

１年終了時に成績順に進学希望学部・学科・コースを決定
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バイオプロセス工学からみた
再生医療の課題

第15回「北鐘」総会
2012.3.24、大手町ファーストスクエアカンファレンス

北海道大学大学院工学研究院
生物機能高分子部門
細胞培養工学研究室

髙木 睦

細胞培養工学研究室の沿革

学科（専攻） 講座 教授

燃料工学科発足
（昭和13年）

燃料学第四講座新設
（昭和19年12月）

大塚 博教授（分担）
稲葉弥之助教授（分担）
（昭和19年12月～昭和21年3月）

応用化学科に改称
（昭和21年4月）

応用化学第四講座に
改称
（昭和21年4月）

稲葉弥之助教授
（昭和21年4月～昭和27年3月）

合成化学工学科設置
（昭和35年4月）

渡辺貞良教授
（昭和27年6月～47年3月）

松下 徹教授（兼担）
（昭和47年4月～51年3月）

林 治助教授
（昭和51年4月～平成7年3月）

分子化学専攻設置
（平成6年6月）

生物資源化学分野に
改称
（平成6年6月）

高井光男教授
（平成3年9月～平成16年3月）合成化学工学科と統合して、

応用化学科設置
（平成9年4月） 高木 睦教授

（平成16年4月～現在）
分子化学専攻から
生物機能高分子専攻に移行
（平成 年 月）

細胞培養工学研究室に
改称
（平成 年 月）

生物機能高分子部門に移行
（平成22年4月）

自己紹介
氏名：高木 睦（昭和３１年１１月１３日生、大阪市）

大阪大学

工学部醗酵工学科

工学研究科
醗酵工学専攻
修士課程

入学
卒業

入学

修了

入社

S.54.3
S.54.3

S.56.3

S 56 4

S.55.4

指導教官

田口久治教授 今中忠行助手
(現京大名誉教授)

吉田敏臣助教授
(現阪大名誉教授)

(株)旭化成工業 医薬開発研究部
微生物

入社
退社

S.56.4
H.6.3

H6.4 大阪大学・生物工学国際交流センター・助手

(株)旭化成工業・医薬開発研究部

H10.4 助教授

H16.4 北海道大学・工学研究科・分子化学専攻・教授
H17.4 北海道大学・工学研究科・生物機能高分子専攻

・教授「細胞培養工学研究室」担当

宗旨替え

動物細胞

脳血栓
心筋梗塞
ガン

原因は血管の「つまり」＝血栓

血管

血液

フィブリノ ゲン

アミノ末端

カルボキシ

フィンガー構造

エピダーマルグロー
スファクファー構造

クリングル１構
造

血栓溶解剤“tPA”

微生物は合成できない

動物細胞なら合成できる

血栓溶解作用

フィブリノーゲン
→ フィブリン（固化）

＝

カルボキシ
ル末端

クリングル２構
造

プロテアーゼ領
域

：Ｎ－グリコシド型糖
鎖

血栓溶解剤 tPA

血栓溶解剤を投与

127 AA

旭化成工業(株)での経験 ＜動物細胞培養＞
動物細胞培養による血栓溶解剤の製造法研究および医薬開発の経験 

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 7 年目 8 年目 

← 前  臨  床 → ← Ｐ－Ⅰ → ←   Ｐ－Ⅱ   → ← Ｐ－Ⅲ → △製造承認申請△薬価収載

  ←パイロット培養設備建設→ ←       スケールアップ検討       → 工場設計 工場建設 工場稼動開始

  ←  培養装置、低血清化、高密度化、自動制御に関する研究       →   

 

患者さん

ひざが痛くて
歩けない !!

再生医療の例

メタボ

ロコモ

メタボリズム(代謝)
糖代謝、脂質代謝

軟骨 足の骨

ロコモ
ロコモーション（歩行）

健康食品
グルコサミン？
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患者さん

ひざが痛くて
歩けない !!

間葉系幹細胞

採取
(医師)

再生医療の例

移植
(医師)

軟骨

軟骨

細胞培養工学

足の骨

患者さん

ひざが痛くて
歩けない !!

間葉系幹細胞

採取
(医師)

再生医療の例

動物細胞培養による血栓溶解剤の製造法研究および医薬開発の経験 
1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 6 年目 7 年目 8 年目 

← 前  臨  床 → ← Ｐ－Ⅰ → ←   Ｐ－Ⅱ   → ← Ｐ－Ⅲ → △製造承認申請△薬価収載

←パイロット培養設備建設→ ← スケールアップ検討 →工場設計 工場建設 工場稼動開始

Ｊ-ＴＥＣ、富士フィルム（皮膚、軟骨）
セルシード（角膜）、カネカ（乳房再建）、テルモ（心筋）
オリンパス、日立、パナソニック(三洋)（周辺機器）

細胞培養工学

移植
(医師)

軟骨

軟骨

足の骨

 パイロット培養設備建設       スケ ルアップ検討        工場設計 工場建設 工場稼動開始

  ←  培養装置、低血清化、高密度化、自動制御に関する研究       →   

 

生きている細胞を患者に投与 → 新しいタイプの医薬品（細胞医薬）

間葉系幹細胞

細胞培養工学

間葉系幹細胞

増殖工程

軟骨

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

細胞培養工学

バイオプロセス工学からみた課題
①製品の安全性確保（原料の安全性）
②
③

間葉系幹細胞

増殖工程

細胞

培養容器

培地

分裂

分裂・増殖に必要な物質＝

グルコース

アミノ酸（20種類）

＝
血液

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

分裂
アミノ酸（20種類）

ビタミン（約8種類）

ホルモン(インシュリン等)
ミネラル

成長因子（多種類）

・・・・

・・・・

血清
(血液の
上澄み)

添
加

・ロット差

・高価

・異種タンパク質の製品への混入

ウシ血清

間葉系幹細胞

増殖工程

血清の問題点

・未知病原体の混入

（例：プリオン、ウイルス）

使用の規制

医療用途の培養培地へのウシ血清

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

動物細胞培養培地からのウシ血清の排除動物細胞培養培地からのウシ血清の排除

ヒト血清無血清合成培地 哺乳動物以外

→ 魚血清

安全性
ヒトへの病原体含まない

大量供給

細胞増殖促進活性
FCSと同等

◎ 自己血清の場合
安全

◎ 移植用には十分

◎ 組換え増殖因子
の併用で十分

◎ 組成が明瞭
△ 個別に検討

◎ 工場生産可能

◎ 血清との
完全代替も可

△ 安全証明が未

◎ 大量供給可能

○ 可能性大
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ヒト血清による間葉系幹細胞の増殖

04
ce

lls
 / 

cm
2 )

0

1

2

3

4

5

ウシ血清

ヒト血清

ヒト血清
+

FGF2 
(10 ng/ml)

ドナー A

間葉系幹細胞

増殖工程

0

1

2

3

4

5

FCS hS hS + FGF-2

増
殖

細
胞

密
度

(1
0

ドナー B

0

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

従来の方法

“骨組み”
人工材料
例:スポンジ

間葉系幹細胞

増殖工程
例:スポンジ

培養

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

拒絶反応

従来の方法 新規な方法

容器

細胞だけで
間葉系幹細胞

増殖工程

遠心分離

培養 培養

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

間葉系幹細胞(MSC)

増殖

バイオプロセス工学からみた課題
①製品の安全性確保（原料の安全性）
②製品の安全性確保（製品の品質管理技術）

未分化
細胞

ガン化
細胞

非侵襲的識別技術

分化

軟骨細胞

3次元化

軟骨

移植 移植 移植(ガン)

MSC細胞

バイオプロセス工学からみた課題
①製品の安全性確保（原料の安全性）
②製品の安全性確保（製品の品質管理技術）

非侵襲的識別技術

細胞A
[目的細胞]

細胞B
[目的外細胞]
・ガン細胞

識別手段

培養上清の解析

問題点

細胞形態の解析

細胞成分の分析

赤外分光

ラマン分光

個別の細胞の識別はできない

識別精度が不十分

水の影響が大

点での解析→処理速度に難

視野内の一斉分析→処理速度大透過光の位相差分析

位相シフトレーザー顕微鏡 (PLM)の利用

2000

細胞3-D 形状

⊿φ = 2π
λ0

(n   – n  ) dc 0 c–
位相差 細胞厚さ

位相差
⊿φ細胞の屈折率 培地の屈折率 2000

1425
850
275

-300d c
(n

m
)

厚さ細胞

細胞の屈折率

レーザー光
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PLMによるガン細胞の非侵襲的識別

2

4

6

8

10

位
相

差
(r

ad
)

正常

肝実質細胞

ep
3B

H
LF

H
uh

-7

PL
C

＊ ＊ ＊ ＊

⊿φ = 2π
λ0
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ガン細胞

細胞骨格：少ない

屈折率：小

位相差：小？

間葉系幹細胞

増殖工程

バイオプロセス工学からみた課題
①製品の安全性確保（原料の安全性）
②製品の安全性確保（製品の品質管理技術）
③

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨

間葉系幹細胞

増殖工程

バイオプロセス工学からみた課題
①製品の安全性確保（原料の安全性）
②製品の安全性確保（製品の品質管理技術）
③自動化!!

分化工程

軟骨細胞

3次元化工程

軟骨



































受付の風景

地下１階入り口

２階会場入り口

大久保さん（卒業20年幹事）

右端が谷口さん（卒業30年幹事）



開会の風景

司会は福士さん（卒業30年幹事）



神田会長の挨拶と報告



近藤副会長の会計報告 仙北先生の北大近況報告



高木先生の学術講演とその風景



鳥山先生の特別講演とその助手をする川添リエゾンオフィサー



以降は懇親会の風景です

司会は昨年度卒業20年幹事の濱本さんが留年

開会挨拶をする幹事長の佐藤さん（卒業30年）



高木先生と武居さん（卒業20年幹事）



坂本修（私）と 坂本隆さん

⇒

昨年の鈴木先生記念

講演会・祝賀会で、

遅刻の宮浦先生の代

わりに講演されるは

ずが、宮浦先生が間

に合ってしまい肩透

かしをくらった山本

先生。

右は第13回総会幹事（卒業30年）の鍛治さん



左は寮歌放吟前口上のプロである鳥潟さん

福島から駆けつけてく

れたメンターの堀さん



↑谷口さん（卒業30年幹事）の挨拶 ↑覚知先生

北鐘選出の ⇒

北大東京同窓会年代別

評議員の酒井美帆さん



金井弘さんによる閉会挨拶



鳥潟プロが見守る中 寮歌放吟前口上を唸る野邑さん（卒業20年幹事）







編集後記

卒業年次幹事の皆さん、総会を盛り上げていただき、
誠にありがとうございました。

高木先生と鳥山先生のご講演内容は、
学術分野はある程度限定されるものの、
正に学際的と言えるご研究と拝聴いたしました。
必要に応じて、複数の学術分野が、
それぞれの分野を越えて協調してこそ進展する研究テーマ。

仙北先生の北大近況報告にありました、
総合理系入試、総合化学院などが、
そのような研究テーマに対応できる大学体制と思われます。
多くの学術分野を包含する総合大学としての強みを活かし、
益々北大がすばらしい学術成果を上げることを祈願いたします。


